
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・施設の管理・運営

コード 名               称
担当部課名 伊賀支所総務振興課

事 業 名 3005 ふるさと会館いが維持管理経費
作成者氏名 中島義文

基本施策 35 文化・芸術により、豊かな感性と創造性を育む
連   絡   先 ４５－９１１１

事業の計画・内容

設
置
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）

市民
ふるさと会館いがの適正な維持管理を行うため。

市民の文化の向上と芸術の振興を図り、もって市民福祉の増進に役立ちま
す。

本
年
度
事
業
内
容

平成６年４月に建設しています。
平成１８年度修繕見送りとなった冷温水機オーバーホール工事を行います。内容は、真空増強工事、吸収液精製及び補充、伝熱管取替え、低温
パイプ等の取り替えを行います。

運営主体
□ 直営 □ 指定管理 ■ 民間委託等

根拠法令・要綱等 地方自治法第244条の二、16年市条例第258号

市内の類似施設 伊賀市文化会館、青山ホール、あやま文化センター

投入資源 活動指標
H19 H20 H21

活動指標 単位
目標値

①投入人員 正規職員 （人） 0.2 0.1 0.1 平成 19 年度

修繕工事件数 件 1

人件費合計（A） 1,440 720 720

②支出内訳 事業費（B) 8,262 1,770 0

（千円） 需用費 8,262 1,770

その他

合計（A+B) 9,702 2,490 720

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財

一般財源 9,702 2,490 720
上記①～③に関する特記事項

その他、会館の適正管理に支障となる突発的な機器故障等に対応する必要
があります。

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H19目標値

修繕工事件数
施設の老朽化に伴い、今後年次計画で修繕工事を実施していくことを指標としま
す。

件 1

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 4
平成６年４月に建設されて、１２年が経過しているため、冷温水機のオーバーホール工事を計画的に行い、適切な維持
管理を行う。

有効性 4
機械が常に効率よく経済的な運転を維持すべく、予防保全のため、冷温水機の分解点検を実施し、正常な状態にある
か否かを確認、性能回復のために必要な処理を施し、経年劣化量を確認、故障や不経済な運転を未然に防止します。

効率性 4 施設整備過程で、業者選択の余地がなく、設備の製造納入販売業者に依頼するしか手立てがない現状です。

総合評価

Ａ


